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介

「
戦
後
最
も
困
難
な
時
期
」

東
日
本
大
震
災
が
日
本
を
襲
っ
た
二
〇
一
一
年
、
長
年
に
わ
た
っ
て
日
本
の
音
楽
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
浜
田
省

吾
は
、
震
災
後
に
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
オ
ー
デ
ィ
エ

ン
ス
に
こ
う
語
り
か
け
た）

（
（

。

そ
し
て
今
年
三
月
一
一
日
。
間
違
い
な
く
、
戦
後
最
も
困
難
な
時
期
に
こ
の
国
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
い
つ
の
日
に
か
、
多
く
の
こ
と
を
克
服
し
て
、
次
の
世
代
に
、
そ
の
ま
た
次
の
世
代
に
、

何
か
を
残
し
て
い
け
る
の
か
ど
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
二
〇
一
一
年
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
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し
ま
す
。

社
会
問
題
を
鋭
く
捉
え
る
曲
を
多
く
作
り
、
Ｊ
・
Ｓ
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（J.S. Foundation

）
と
い
う
基

金
を
設
立
し
て
社
会
貢
献
に
取
り
組
む
浜
田
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

山
積
す
る
内
政
上
の
課
題

東
日
本
大
震
災
か
ら
七
年
を
経
た
二
〇
一
八
年
現
在
、
日
本
は
い
ま
も
「
戦
後
最
も
困
難
な
時
期
」
の
最
中
に
あ

る
。
内
政
上
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
巨
額
の
財
政
赤
字
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
日
本

経
済
は
苦
境
に
あ
え
ぎ
、
一
〇
年
、
そ
し
て
二
〇
年
が
失
わ
れ
た
。
日
本
政
府
の
国
債
発
行
額
は
増
加
の
一
途
を
辿

り
、
二
〇
一
八
年
現
在
、
日
本
の
財
政
は
「
先
進
国
で
最
悪
」
と
言
わ
れ
る
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
る）

（
（

。
財
政
再

建
の
必
要
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
る
一
方
、
景
気
回
復
を
重
視
す
る
安
倍
晋
三
政
権
は
赤
字
国
債
へ
の
依
存
を
深
め
、

国
の
借
金
は
約
一
〇
七
九
兆
円
、
国
民
一
人
当
た
り
八
五
〇
万
円
を
超
え
た）

（
（

。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
保
障
費

が
膨
張
す
る
な
か
、
巨
額
の
財
政
赤
字
を
い
か
に
改
善
す
る
の
か
。
安
倍
政
権
は
そ
の
展
望
を
示
す
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
。

バ
ブ
ル
崩
壊
の
後
遺
症
は
、
財
政
の
悪
化
だ
け
で
は
な
い
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
経
済
の
停
滞
を
打
破
す
る

べ
く
、
二
〇
〇
一
年
に
発
足
し
た
小
泉
純
一
郎
政
権
は
新
自
由
主
義
的
な
「
構
造
改
革
」
を
断
行
し
た
。「
自
民
党

を
ぶ
っ
壊
す
」「
構
造
改
革
な
く
し
て
景
気
回
復
な
し
」
と
叫
び
、
郵
政
民
営
化
や
規
制
緩
和
に
邁
進
す
る
小
泉
に
、
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多
く
の
国
民
が
期
待
し
た
。
だ
が
、
小
泉
の
「
構
造
改
革
」
に
は
強
い
副
作
用
が
あ
っ
た
。
非
正
規
雇
用
の
拡
大
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
貧
富
の
差
が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
「
一
億
総
中
流
」
と
呼
ば
れ
た
日
本
は
、「
格

差
社
会
」
へ
と
変
容
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
想
定
す
る
よ
う
な
、
大
企
業
が
富
め
ば
滴
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
中
小

企
業
や
地
方
に
も
恩
恵
が
及
ぶ
と
い
う
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」
に
期
待
を
か
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
立
憲
民
主
党
が

主
張
す
る
よ
う
な
「
分
厚
い
中
間
層
」
の
再
生
を
め
ざ
す
の
か
。「
格
差
社
会
」
へ
の
向
き
合
い
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。ま

た
、
東
日
本
大
震
災
は
、
資
源
小
国
で
あ
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
と
し
た
。
巨
大

な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
、
深
刻
な
事
故
が
発
生
し
、
広
範
な
土
地
が
放
射
能
で
汚

染
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
発
の
「
安
全
神
話
」
が
脆
く
も
崩
壊
し
、
脱
原
発
へ
の
動
き
が
加
速
し
た
が
、
日
本
政
府

は
原
発
を
発
電
コ
ス
ト
が
安
く
安
定
し
て
い
る
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
て
い
る）

（
（

。
だ
が
、
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
環
境
汚
染
や
電
力
会
社
が
背
負
う
巨
額
の
賠
償
金
、
さ
ら
に
は
「
核
の
ゴ
ミ
」
の
最
終
処
分

の
難
し
さ
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
原
子
力
発
電
の
位
置
づ
け
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
閉
塞
感
、
東
日
本
大
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
反
作
用
と
し
て

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
で
、
社
会
が
「
右
傾
化
」「
保
守
化
」
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
へ
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
問
題
と
な
り
、「
ネ
ト
ウ
ヨ
（
ネ
ッ
ト
右
翼
）」
が
跋
扈
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
は
、
他
国
へ
の
情
緒
的
な
批
判
や
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
に
対
す
る
「
反
日
」「
売
国
奴
」
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル

張
り
が
横
行
し
、
社
会
が
分
断
さ
れ
て
い
る
。
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こ
う
し
た
日
本
社
会
の
「
右
傾
化
」「
保
守
化
」
は
、
民
主
党
政
権
の
挫
折
と
二
〇
一
二
年
の
第
二
次
安
倍
政
権

の
発
足
と
い
う
政
治
の
動
き
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
自
民
党
内
で
も
保
守
的
で
「
右
寄
り
」
と
さ
れ
る
安
倍
の
歴

史
認
識
に
関
す
る
発
言
や
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
、
国
家
の
権
力
を
強
め
る
色
彩
が
濃
い
自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
な

ど
の
中
に
、
戦
前
的
価
値
へ
の
回
帰
を
看
取
す
る
論
者
は
多
い
。
我
々
は
、
い
か
に
し
て
、
多
様
性
を
認
め
合
う
社

会
を
作
り
、
自
由
や
民
主
主
義
を
守
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

厳
し
い
国
際
環
境

今
日
の
日
本
を
と
り
ま
く
国
際
環
境
も
、
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。「
戦
争
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
た
二
〇
世

紀
が
終
わ
り
、
二
一
世
紀
を
迎
え
た
と
き
、
明
る
い
未
来
を
期
待
し
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
希
望
は
粉
々
に
打
ち
砕
か
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、「
テ

ロ
の
時
代
」
が
幕
を
開
け
た
の
で
あ
る
。

日
本
も
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
国
民
が
テ
ロ
の
犠
牲
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

「
平
和
国
家
」
を
標
榜
し
て
き
た
日
本
が
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
対
米

協
調
を
重
視
す
る
小
泉
政
権
は
、
米
国
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
て
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
成
立
し
た
テ
ロ
特
措

法
に
基
づ
く
イ
ン
ド
洋
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
、
二
〇
〇
三
年
に
制
定
さ
れ
た
イ
ラ
ク
特
措
法
に
よ
る
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
遣
へ
と
踏
み
込
ん
だ
。
し
か
し
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
対
す
る
国
民
の
批
判
は
強
く
、「
テ
ロ
の
時
代
」

に
お
け
る
日
本
の
国
際
的
役
割
に
つ
い
て
国
内
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
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